
一般質問～市政を問う～

▲木曽川周辺の観光・レジャーの拠点施設

　
　
「
愛
西
市
か
わ
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
は
、
観
光
船
事

業
が
一
つ
の
核
に
な
る
が
、

現
在
の
取
り
組
み
は
。

　
　

計
画
に
基
づ
く
ソ
フ
ト

事
業
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、

観
光
船
事
業
は
核
に
な
る
も

の
と
考
え
、
実
務
者
と
、
具

体
化
に
向
け
て
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
状
況
だ
。

　
　

今
後
、
人
口
減
少
が
進

む
中
、
自
治
体
間
の
競
争
で

埋
没
せ
ず
輝
く
た
め
に
は
、

地
域
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
観
光
誘

客
の
み
な
ら
ず
、
定
住
人
口

や
関
係
人
口
の
増
加
、
さ
ら

に
は
現
在
生
活
し
て
い
る
住

民
や
企
業
等
に
、
本
市
に
対

し
て
愛
着
を
抱
い
て
も
ら
う

一
つ
の
手
段
で
あ
る
。
ま
た
、

地
域
イ
メ
ー
ジ
や
認
知
度
が

上
が
れ
ば
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
な
ど
の
広
告
収
入
に
よ

り
、
自
主
財
源
の
確
保
に
繋

が
る
と
考
え
る
。

　
本
市
に
は
、
土
木
遺
産
、

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
拠
点
施

設
、
食
に
関
す
る
資
源
が
豊

富
に
あ
る
。
何
を
本
市
の
特

色
と
す
る
の
か
。
ま
た
、
地

域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の

か
、
構
築
し
て
い
く
考
え
は
。

　
　

本
市
の
知
名
度
は
高
い

も
の
で
は
な
い
が
、
歴
史
的

構
造
物
や
他
に
誇
れ
る
レ
ン

コ
ン
な
ど
の
農
産
物
と
い
っ

た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
地

域
資
源
が
多
く
存
在
し
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
物
を
活
用

し
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
地
域

資
源
を
う
ま
く
活
用
し
た
市

民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な

が
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
構
築
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

海
南
病
院
ル
ー
ト
は
継

続
し
て
運
行
さ
れ
る
の
か
。

ル
ー
ト
の
大
幅
な
変
更
は
あ

る
の
か
。
　
　
　　
　
　
　

　
　

海
南
病
院
ル
ー
ト
は
約

３
年
間
試
行
運
転
し
た
が
、

一
定
の
利
用
者
数
も
あ
り
、

存
続
の
要
望
も
多
い
こ
と
か

ら
継
続
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
利
用
者
数
の
多
い
ル
ー

ト
は
大
幅
に
変
更
す
る
予
定

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

　
　

次
の
バ
ス
停
を
知
ら
せ

る
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
な
い

た
め
、
い
つ
目
的
の
バ
ス
停

に
着
く
の
か
分
か
ら
ず
降
車

ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
が
難
し

い
。
対
策
は
。

　
　

ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
の
対

策
と
し
て
は
、
改
定
時
に
車

内
に
ル
ー
ト
図
を
表
示
し
た

い
。

問問

問問

答

答

答

答

かわまちづくり計画と
観光施策の今後は

地域ブランド力を高めていくことが重要

石崎 誠子議員

産業建設部長

巡
回
バ
ス
の

運
行
改
善
を

巡
回
バ
ス
の

運
行
改
善
を
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